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一

は
じ
め
に

四
辻
善
成
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
河
海
抄
』
は
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈

史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
本
系
統
の

検
討
が
未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

現
存
伝
本
の
い
く
つ
か
に
残
さ
れ
た
奥
書
に
よ
る
と
、『
河
海
抄
』
の
諸

本
は
、
将
軍
家
献
上
本
で
あ
っ
た
中
書
本
系
統
と
、
後
に
作
者
で
あ
る
四
辻

善
成
自
身
に
よ
っ
て
増
補
改
訂
さ
れ
た
覆
勘
本
系
統
と
に
分
類
出
来
る
。
こ

の
奥
書
を
基
準
と
し
て
、
大
津
有
一
氏
は
早
く
に
諸
本
を
分
類
し
た
も
の
の
（
1
）、

大
津
氏
以
降
、
内
容
に
よ
る
系
統
分
類
の
検
証
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
来
な

か
っ
た
。

注
記
内
容
か
ら
諸
本
を
検
証
し
た
稀
少
な
研
究
と
し
て
は
、
島
崎
健
氏
の

論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
（
2
）。
島
崎
氏
は
、
巻
十
一
の
御
幸
巻
に
見
え
る
『
李
部
王

記
』
の
引
用
記
事
が
両
系
統
を
区
分
す
る
指
標
と
成
り
得
る
と
指
摘
し
た
上

で
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
（
3
）、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
（
4
）、
天
理

図
書
館
蔵
文
明
十
三
年
奥
書
本
の
三
本
を
、
中
書
本
系
統
の
核
に
成
り
う
る

本
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
島
崎
氏
の
指
摘
に
は
問
題
が
残
る
。
こ
れ
ま
で
稿
者
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
調
査
可
能
で
あ
っ
た
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良

筆
本
と
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
の
二
本
に
関
し
て
は
、
明
ら
か
に
後
発
の

本
文
を
有
し
て
お
り
、
当
初
の
姿
を
留
め
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
よ
う
な

誤
判
断
を
招
い
た
要
因
は
、
奥
書
を
尊
重
し
す
ぎ
た
上
に
、
注
釈
内
容
を
悉

皆
的
に
調
査
し
な
か
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
稿
者
は
、
巻
九
を
対
象
と
し
て
、
注
記
内
容
に
即
し
た
新
た
な

系
統
分
類
を
行
っ
た
（
5
）。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
巻
十
を
対

象
と
し
て
諸
本
を
系
統
分
類
す
る
と
と
も
に
、
注
記
の
増
補
改
訂
や
後
人
の

書
写
校
合
の
際
に
発
生
し
た
諸
問
題
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。
特
に
、
こ
れ
ま

で
島
崎
氏
に
よ
っ
て
中
書
本
系
統
の
善
本
と
さ
れ
て
き
た
、
天
理
図
書
館
蔵

伝
一
条
兼
良
筆
本
と
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
の
二
本
を
中
心
に
扱
い
、
両

本
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

14

松

本

大

『
河
海
抄
』
巻
十
論

―
―
後
人
増
補
混
入
の
可
能
性
を
中
心
に
―
―

語文103（2014･12 大阪大学国語国文学会）



二

注
記
内
容
の
検
討

『
河
海
抄
』
巻
十
は
、
玉
鬘
・
初
音
・
胡
蝶
・
蛍
の
四
巻
を
扱
う
。
伝
本

に
よ
っ
て
は
、
巻
九
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
蛍
巻
の
末

尾
に
、
中
書
本
の
特
徴
と
さ
れ
る
散
位
基
重
の
奥
書
を
持
つ
も
の
も
あ
る
（
6
）。

本
稿
に
お
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
詳

し
く
述
べ
る
こ
と
は
避
け
、
あ
く
ま
で
注
記
内
容
か
ら
の
系
統
分
類
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

先
に
示
し
た
拙
稿
に
よ
っ
て
、『
河
海
抄
』
諸
本
は
、
大
ま
か
に
は
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
類
の
三
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
Ａ
類
は
、
彰
考
館

二
十
冊
本
に
代
表
さ
れ
る
系
統
で
あ
る
。
こ
の
系
統
は
、
近
衛
家
を
経
由
し

た
系
統
で
、
比
較
的
原
態
を
留
め
る
と
目
さ
れ
る
。
Ｂ
類
は
、
尊
経
閣
文
庫

蔵
十
一
冊
本
や
、
角
川
書
店
版
（
7
）の
底
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
蔵
文
禄
五
年
奥

書
本
に
代
表
さ
れ
る
系
統
で
あ
り
、
漢
籍
・
仏
典
・
記
録
な
ど
を
用
い
た
漢

文
注
記
が
重
点
的
に
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
Ｃ
類
は
、
三

条
西
実
隆
自
筆
本
に
代
表
さ
れ
る
系
統
で
あ
り
、
Ａ
・
Ｂ
類
よ
り
も
注
記
の

分
量
が
増
す
傾
向
に
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
ひ
と
ま
ず
は
こ
の
枠
組
み

を
利
用
し
、
注
記
内
容
に
検
証
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
三
者
の
関
係
が
最
も
よ
く
分
か
る
例
と
し
て
、
以
下
に
蛍
巻
の
一
例

を
示
す
。

Ａ
類
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
十
冊
本
）

仏
の
い
と
う
る
は
し
き
心
に
て
と
き
給
ふ
み
の
り
に
も

仏
は
四
意
趣
に
住
し
て
説
法
し
給
也

は
う
へ
ん
と
い
ふ
物
あ
り
て
さ
と
り
な
き
物
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
か
ふ
也

う
た
か
ひ
を
き
つ
へ
く
な
む

法
花
未
得
謂
得
未
証
謂
証
の
心
歟

Ｂ
類
（
角
川
書
店
版
）

仏
の
い
と
う
る
は
し
き
心
に
て
と
き
給
ふ
み
の
り
に
も
は
う
へ
ん
と
い

ふ
物
あ
り
て
さ
と
り
な
き
物
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
か
ふ
也

仏
は
四
意
趣
に
住
し
て
説
法
し
給
也
所
謂
別
義
意
別
時
意
長
時
意

平
等
意
也

う
た
か
ひ
を
き
つ
へ
く
な
む

法
花
未
得
謂
得
未
証
謂
証
の
心
歟

Ｃ
類
（
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
）

仏
の
い
と
う
る
は
し
き
心
に
て
と
き
給
ふ
み
の
り
に
も

仏
は
四
意
趣
に
住
し
て
説
法
し
給
也
所
謂
別
義
意
別
時
意
長
時
意

平
等
意
也

は
う
へ
ん
と
い
ふ
物
あ
り
て
さ
と
り
な
き
物
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
か
ふ
也

う
た
か
ひ
を
き
つ
へ
く
な
む

法
花
未
得
謂
得
未
証
謂
証
の
心
歟

見
出
し
本
文
の
異
同
（
傍
線
部
）
と
、
注
記
の
増
補
（
波
線
部
）
が
確
認
出

来
る
。
波
線
部
の
増
補
を
踏
ま
え
る
と
、
注
記
内
容
と
し
て
は
波
線
部
を
持

た
な
い
Ａ
類
が
当
初
の
形
と
判
断
さ
れ
る
。
見
出
し
本
文
の
異
同
と
し
て
は
、

Ａ
・
Ｃ
類
と
Ｂ
類
と
に
二
分
さ
れ
る
。
見
出
し
本
文
の
み
で
は
、
ど
ち
ら
の

形
態
が
古
い
も
の
か
の
判
断
は
つ
か
な
い
が
、
Ｃ
類
の
注
記
が
波
線
部
以
外

Ａ
類
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
類
は
Ａ
類
を
も
と
に
増
補
さ
れ
た
も
の
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と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
Ｂ
類
は
、
Ｃ
類
と
同
様
の
注
記
内
容
を
持
つ
も

の
の
、
見
出
し
本
文
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
・
Ｃ
類
の
よ
う
な
直
線
的
な

影
響
関
係
は
想
定
出
来
ず
、
全
く
別
の
系
統
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当

該
注
記
か
ら
は
、
Ａ
類
が
初
期
の
形
態
を
保
ち
、
Ｂ
・
Ｃ
類
は
そ
れ
に
続
く

も
の
、
と
認
定
さ
れ
る
。

Ｃ
類
に
分
類
さ
れ
る
諸
本
に
は
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
・
龍

門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
後
発
の
本
文

を
有
し
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
一
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

Ａ
類
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
十
冊
本
）

よ
し
あ
る
火
を
け
に
し
ゝ
う
を
く
ゆ
ら
か
し
て
も
の
こ
と
に
し
め
た
る

に
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る

一
説
薫
物
の
火
と
り
の
事
也
云
々
案
之
普
通
火
桶
歟

裛
衣
香
方

零
陵
香
七
分
沈
香
二
分
丁
子
二
両
蘇
香
二
両
簷
唐
二
両
霍
香
三
両
欝
金
一
両

麝
香
半
分

右
六
種
各
別
擣
為
散
和
合
唯
蘇
合
簷
唐
以
手

砕
和
且
好

或
衣
被
香
浥
衣
香
方
千
金
翼
方

沈
香
苜
蓿
香
各
五
両

丁
香
甘
松
香
霍
香
青
木
香
艾
納
方
鶏

舌
香
雀
悩
香
各
一
両
射
香
半
両
白
檀
香
三
両
零
陵
香
十
両

Ｂ
類
（
角
川
書
店
版
）

よ
し
あ
る
火
を
け
に
し
ゝ
う
を
く
ゆ
ら
か
し
て
も
の
こ
と
に
し
め
た
る

に
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る

一
説
薫
物
の
火
と
り
の
事
也
云
々
案
之
普
通
火
桶
歟

裛
衣
香
方

零
陵
香
七
分
沈
香
二
分
丁
子
二
両
蘇
香
二
両
簷
唐
二
両
霍
香
三
両
欝
金
一
両

麝
香
半
分

右
六
種
各
別
擣
為
散
和
合
唯
蘇
合
簷
唐
以
手

砕
和
且
好

浥
衣
香
方
千
金
翼
方

沈
香
苜
蓿
香
各
五
両

丁
香
甘
松
香
霍
香
青
木
香
艾
納
方
鶏

舌
香
雀
悩
香
各
一
両
射
香
半
両
白
檀
香
三
両
零
陵
香
十
両

一
説
衣
比
香
麝
香
異
名
也
見
延
喜
式
云
々
或
衣
被
香

Ｃ
類
（
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
）

よ
し
あ
る
火
を
け
に
し
ゝ
う
を
く
ゆ
ら
か
し
て
も
の
こ
と
に
し
め
た
る

に
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る

一
説
薫
物
の
火
と
り
の
事
也
云
々

案
之
普
通
火
桶
歟

裛
衣
香
方
零
陵
香
七
分

沈
香
二
分

丁
子
二
両

蘇
香
二
両

簷
唐
二
両

霍
香
三
両

欝
金
一
両

麝
香
半
分

右
六
種
各
別
擣
為
散
和
合
唯
蘇
合
簷
唐
以
手

砕
和
且
好
一
説
衣

比
香

麝
香
異
名
也
見
延
喜
式
云
々
衣
被
香
浥
衣
香
方

千
金
翼

方
沈
香
苜
蓿
香
各
五
両

丁
香
甘
松
香
霍
香
青
木
香
艾
納
方

薬
ノ
名
可
尋

薬
ニ
ハ
非
ス

翁
長
朝
臣
流

鶏
舌
香
雀
悩
香
各
一
両
射
香
半
両
白
檀
香
三
両

零
陵
香
十
両

又
古
老
ノ
尼
君
ノ
秘
事
ト
テ
申
ハ
衣
被
香
ハ
麝
香
半
分
沈
香
三
分
二

白
檀
三
分
一
何
モ
最
上
品
ヲ
取
合
テ
少
シ
ナ
マ
セ
ン
シ
ナ
ル
日
葛

ニ
テ
合
云
々
此
外
ニ
檳
榔
子
ヲ
少
シ
粉
ニ
シ
テ
入
云
々
冷
キ
匂
ノ
増

也
云
々
最
少
分
可
加
云
々
譬
ハ
薫
十
両
ナ
ラ
ハ
檳
榔
子
一
分
斗
ト
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云
々
惣
ノ
匂
ヲ
マ
ト
ム
ル
様
ノ
有
也
云
々
譬
ハ
当
時
三
草
ト
云
薫
ノ

同
類
也

Ｃ
類
（
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
）

え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る

一
説
薫
物
の
火
取
の
事
也
云
々
案
之
普
通
火
桶
歟

裛
衣
香
方

零
陵
香
為
長
朝
臣
流

七
分

沈
香
二
分
丁
子
二
両
蘇
香
二
両
簷
唐
二
両
霍
香

三
両
欝
金
一
両
麝
香
半

右
六
種
各
別
擣
為
散
和
合
唯
蘇
合
簷
唐
以
手

砕
和
且
好

浥
衣
香
方
千
金
翼
方

沈
香
苜
蓿
香
各
五
両

丁
香
甘
松
香
霍
香
青
木
香
為
長
朝
臣
流

艾

納
方
薬
ノ
名
可
尋

薬
ニ
ハ
非
ス

為
長
朝
臣
流

鶏
舌
香
雀
悩
香
各
一
両
射
香
半
両
白
檀

香
三
両
零
陵
香
十
両

一
説
衣
比
香
麝
香
異
名
也
見
延
喜
式
云
々
衣
被
香

衣
比
香

裏
書
云私

云
エ
ヒ
香
ハ
シ
ヤ
カ
ウ
ノ
異
名
也

又
古
老
ノ
尼
君
ノ
秘
事
ト
テ
申
ハ
衣
被
香
ハ
麝
香
半
分
沈
香
三
分

二
白
檀
三
分
一
イ
ツ
レ
モ
最
上
品
ヲ
取
合
テ
少
シ
ナ
マ
セ
ン
シ
ナ

ル
カ
ツ
ラ
ニ
テ
合
云
々
此
外
ニ
ビ
ン
ラ
ウ
シ
ヲ
少
粉
ニ
シ
テ
入
云
々

冷
キ
匂
ノ
マ
サ
ル
也
云
々
最
少
分
加
ヘ
シ
ト
云
々
タ
ト
ヘ
ハ
薫
十
両

ナ
ラ
ハ
ヒ
ン
ラ
ウ
シ
一
分
斗
ト
云
々
惣
ノ
匂
ヲ
マ
ト
ム
ル
様
ノ
有

也
云
々
タ
ト
ヘ
ハ
当
時
三
草
ト
云
薫
ノ
同
類
也

こ
れ
は
、
初
音
巻
の
注
記
で
あ
り
、
裛
衣
香
の
調
合
法
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
波
線
部
の
所
在
が
若
干
異
な
る
点
と
、
Ｃ
類
の
み
に
確
認
出
来
る
傍
線

部
の
増
補
が
、
諸
本
間
の
異
同
と
し
て
指
摘
出
来
る
。
注
目
す
べ
き
は
傍
線

部
の
増
補
記
事
で
あ
り
、
二
種
類
の
調
合
法
に
加
え
て
、「
古
老
ノ
尼
君
」

の
調
合
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
8
）。

龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
に
お
い
て
は
、
増
補
部
分
は
、「
裏
書
云
」
と

提
示
さ
れ
、
次
い
で
「
私
云
エ
ヒ
香
ハ
シ
ヤ
カ
ウ
ノ
異
名
也
」
と
私
説
が
入

り
、
そ
の
後
「
古
老
ノ
尼
君
」
説
が
続
く
、
と
い
っ
た
形
で
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
傍
線
部
は
、
他
の
注
記
と
は
異
な
り
、
漢
字
片
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
注

記
が
施
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
後
の
増
補
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
9
）。「
裏
書

云
」
の
部
分
が
、
私
説
の
み
を
指
す
の
か
、「
古
老
ノ
尼
君
」
説
ま
で
を
も

指
す
の
か
、
判
断
に
迷
う
が
、
こ
こ
で
は
両
者
が
後
補
で
あ
る
点
を
重
く
見

た
い
。
つ
ま
り
、
傍
線
部
を
特
徴
的
に
持
つ
Ｃ
類
は
、
Ａ
・
Ｂ
類
よ
り
も
増

補
が
加
わ
っ
た
系
統
と
認
め
ら
れ
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
や
龍

門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
は
後
発
の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
裏
書
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
取
り
扱
う
。

ま
た
、
同
じ
く
Ｃ
類
の
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
と
龍
門
文
庫
蔵

伝
正
徹
筆
本
と
で
は
、
見
出
し
本
文
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
龍
門
文
庫
蔵
伝

正
徹
筆
本
は
「
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る
」
と
見
出
し
本
文
前
半
を
省
略

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
の
過
程
に
お
い
て
欠
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
他
の
伝
本
の
中
に
は
、
こ
の
見
出
し
本
文
を
二
行
書
き

に
す
る
も
の
が
見
え
、「
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る
」
は
二
行
目
に
相
当

す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
見
出
し
本
文
の
一
行
目
を
書
き
落
と
し
た
、
も

し
く
は
二
行
目
の
み
を
見
出
し
本
文
と
判
定
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
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あ
る
（

）。
当
該
注
記
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
Ｃ
類
内
に
お
け
る
下
位
分
類
が

10
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
次
節
で
述
べ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
三
系
統
の
注
記
を
比
較
す
る
と
、
あ
る
程
度
の

前
後
関
係
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
類
の
関
係
は
、

全
て
の
異
同
箇
所
に
お
い
て
判
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
玉
鬘

巻
「
し
み
つ
の
み
て
ら
の
観
世
音
寺
に
」
の
注
記
は
、
注
記
の
提
示
順
が
三

者
三
様
に
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
注
記
成
立
の
前
後
関
係
や
増
補
改
訂
の
過

程
に
つ
い
て
は
一
概
に
判
定
出
来
な
い
（

）。
そ
の
た
め
、
前
後
関
係
が
判
断
可

11

能
な
事
例
の
積
み
重
ね
を
行
う
こ
と
で
し
か
結
論
は
導
け
ず
、
一
つ
の
注
記

の
み
で
系
統
間
の
影
響
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

Ｂ
類
が
当
初
の
形
態
を
残
す
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
次
の
例
で
あ
る
。

Ｂ
類
（
角
川
書
店
版
）

ゆ
め
み
た
ま
ひ
て
い
と
よ
く
あ
は
す
る
物
め
し
て
あ
は
せ
給
け
る
に

（
一
行
空
き
）

を
ん
な
こ
の
人
の
こ
に
な
る
こ
と
は

下
莞
上
簟
乃
安
斯
寝
乃
寐
乃
興
乃
占
我
夢
吉
夢
維
何
維
熊
維
羆
維

虺
維
虵
大
人
占
之
維
熊
維
羆
男
子
之
祥
維
虺
維
虵
女
子
之
祥
詩
小

雅
斯
于
篇

右
の
例
は
、
蛍
巻
巻
末
の
注
記
群
で
あ
る
。
Ｂ
類
で
は
、
こ
の
部
分
に
二
注

記
が
存
在
し
、
前
半
は
見
出
し
本
文
の
み
と
な
っ
て
い
る
（

）。
こ
れ
が
Ａ
・
Ｃ

12

類
に
お
い
て
は
、
後
半
の
見
出
し
本
文
が
前
半
の
見
出
し
本
文
に
連
接
し
、

一
つ
の
注
記
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
当
該
箇
所
の
物
語
本

文
は
（

）、
13

夢
見
た
ま
ひ
て
、
い
と
よ
く
合
は
す
る
者
召
し
て
合
は
せ
た
ま
ひ
け
る

に
、「
も
し
年
ご
ろ
御
心
に
知
ら
れ
た
ま
は
ぬ
御
子
を
、
人
の
も
の
に

な
し
て
、
聞
こ
し
め
し
出
づ
る
こ
と
や
」
と
聞
こ
え
た
り
け
れ
ば
、

「
女
子
の
人
の
子
に
な
る
こ
と
は
を
さ
を
さ
な
し
か
し
。
い
か
な
る
こ

と
に
か
あ
ら
む
」
な
ど
、
こ
の
こ
ろ
ぞ
思
し
の
た
ま
ふ
べ
か
め
る
。

（
③
二
一
九
）

と
な
っ
て
お
り
、
傍
線
部
で
示
し
た
見
出
し
本
文
が
連
接
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
も
と
も
と
空
行
で
あ
っ
た
部
分
が
、
書
写
を
繰
り
返
す
う
ち
に
詰

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
見
出
し
本
文
が
連
続
し
て
い
る
と
の
錯
覚
を
招

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
象
は
他
の
巻
に
も
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
巻
十

五
・
御
法
巻
の
巻
末
注
記
で
も
全
く
同
様
の
錯
誤
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の

部
分
を
一
注
記
と
し
て
掲
げ
る
Ａ
・
Ｃ
類
は
誤
り
で
あ
り
、
Ｂ
類
の
形
態
こ

そ
が
本
来
の
姿
と
認
定
出
来
る
。

ま
た
Ｃ
類
に
つ
い
て
も
、
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
Ａ
・
Ｂ
類
よ
り
も
も

と
の
形
を
留
め
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
以
下
に
示
す
蛍
巻
の
例

が
そ
れ
で
あ
る
。

Ｃ
類
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
）

さ
か
し
ら
に
わ
か
こ
と
い
ひ
て

（
一
行
空
き
）

Ｂ
類
（
角
川
書
店
版
）

さ
か
し
ら
に
我
と
い
ひ
て

さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま
ね
篠
の
葉
の
さ
や
く
霜
夜
を
我
ひ
と
り
ぬ

る
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Ａ
類
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
十
冊
本
）・
Ｃ
類
（
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良

筆
本
・
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
）

さ
か
し
ら
に
我
子
と
い
ひ
て

さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま
ね
さ
ゝ
の
は
の

Ｃ
類
の
中
で
も
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
に
代
表
さ
れ
る
諸
本

で
は
、
見
出
し
本
文
の
み
が
提
示
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
注
記
部
分
は
空
行
の

ま
ま
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
類
で
は
、「
さ
か
し
ら
に
夏

は
人
ま
ね
…
…
」
の
和
歌
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
Ａ
類
と
一
部
の
Ｃ

類
に
お
い
て
は
、
引
歌
の
下
の
句
が
省
略
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
も
と

も
と
空
行
で
あ
っ
た
箇
所
に
注
記
を
増
補
し
て
い
く
姿
勢
は
、
他
の
箇
所
に

お
い
て
も
ま
ま
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
多
く
は
、
Ａ
・
Ｂ
類
で
空
行
だ
っ

た
も
の
が
Ｃ
類
に
お
い
て
増
補
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
Ｃ
類
が

初
期
の
形
態
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
注
記
ご
と
で
前
後
関
係
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
大

ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
、
Ａ
類
が
比
較
的
当
初
の
姿
を
留
め
る
箇
所
が
多
く
、

Ｂ
・
Ｃ
類
は
増
補
が
施
さ
れ
た
形
態
を
持
つ
（

）。
Ｂ
類
と
Ｃ
類
に
お
け
る
注
記

14

増
補
は
、
直
線
的
な
増
補
関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
経
緯
で
施
さ
れ

た
と
考
え
る
べ
き
差
異
が
各
所
に
存
在
す
る
。
特
に
、
Ｂ
類
の
特
徴
的
増
補

で
あ
る
、
漢
籍
・
仏
典
・
記
録
等
の
漢
文
注
記
に
お
い
て
、
こ
の
傾
向
が
強

い
。
な
お
、
Ａ
・
Ｂ
類
に
つ
い
て
は
系
統
内
部
に
大
き
な
異
同
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
が
、
Ｃ
類
の
諸
本
に
お
い
て
は
更
に
下
位
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

残
存
伝
本
に
お
い
て
は
Ｃ
類
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
各
伝
本
の

性
格
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
更
な
る
細
分
化
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

三

Ｃ
類
に
お
け
る
下
位
分
類

こ
こ
か
ら
は
、
Ｃ
類
の
諸
本
間
の
異
同
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。
Ｃ
類

の
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
注
記
内
容
は
大
凡
一
致
し
、
特
徴
的
な
増
補
も
共

通
し
て
施
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
ご
く
僅
か
な
点
で
見
逃
せ
な
い
差

異
が
存
在
す
る
。

次
に
示
す
注
記
は
、
注
記
内
容
で
は
な
く
、
注
記
の
存
在
す
る
位
置
が
異

な
る
例
で
あ
る
。

弁
の
少
将

永
篠
安
人

左
京
大
夫
父
不
見
左
中
弁
近
衛
少
将
延
暦
廿
三
年
正

月
廿
七
日
任
参
議

中
弁
少
将
猶
如
元

こ
れ
は
、
初
音
巻
に
存
在
す
る
注
記
で
あ
る
。
伝
本
に
よ
っ
て
は
冒
頭
に
細

字
で
「
在
所
可
勘
」
と
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
注
記
は
、
Ａ
類
は

「
こ
の
と
の
う
ち
い
て
た
る
」
の
注
記
の
直
後
に
あ
り
、
Ｂ
類
は
「
こ
の
と

の
う
ち
い
て
た
る
」
の
注
記
の
直
前
、
も
し
く
は
見
出
し
本
文
の
下
部
に
見

え
る
。
こ
れ
が
Ｃ
類
に
な
る
と
、「
こ
の
と
の
う
ち
い
て
た
る
」
の
注
記
か

ら
か
な
り
後
方
に
位
置
す
る
、「
は
ん
す
ん
ら
く
御
く
ち
す
さ
ひ
に
の
給
て
」

の
注
記
の
直
前
（
踏
歌
に
関
わ
る
長
大
な
注
記
の
直
後
）
に
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
Ｃ
類
の
中
で
も
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
に
代
表

さ
れ
る
諸
本
に
は
、
こ
の
両
箇
所
に
注
記
が
存
在
し
て
お
り
、
校
合
の
結
果

二
箇
所
に
同
じ
注
記
が
施
さ
れ
る
現
象
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
は
、
先
の
「
さ
か
し
ら
に
わ
か
こ
と

い
ひ
て
」
の
注
記
に
お
い
て
は
初
期
の
様
相
を
留
め
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は

19



明
ら
か
に
後
発
の
本
文
と
認
め
ら
れ
る
（

）。
15

Ｃ
類
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
注
記
の
中
に
は
、
先
に
軽
く
触
れ
た
よ
う
に
、

「
裏
書
云
」
や
「
私
云
」
と
い
っ
た
文
言
が
付
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
以
下

に
、
蛍
巻
か
ら
も
う
一
例
を
示
す
。

つ
か
さ
の
て
つ
か
ひ

左
近
騎
射
真
手
番
也

五
月
三
日
左
近
騎
射
荒
手
結
五
日
真
手
結
四
日
右
近
騎
射
荒
手
結

六
日
右
近
騎
射
真
手
番
也

私
曰
五
月
四
日
ヲ
荒
手
結
五
日
真
手
結
云
々
五
日
ノ
荒
手
結
ヲ
日

折
ト
云
歟
云
々
イ
本
手
結
ニ
荒
手
結
真
手
結
ト
テ
左
右
ニ
各
両
度

有
云
々

傍
線
部
は
、
衛
府
の
騎
射
に
関
し
て
、
異
説
を
私
説
と
し
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
も
し
、
善
成
が
私
説
を
展
開
す
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
私
曰
」
と

し
て
提
示
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
傍
線
部
が
漢
字
片
仮
名
表
記
で
あ
る
こ

と
も
不
審
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
胡
蝶
巻
の
例
も
該
当
す
る
。
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
で
該

当
部
分
を
示
す
。

こ
ひ
の
山
に
は
く
し
の
た
ふ
れ
ま
ね
ひ
つ
き
け
し
き
に
う
れ
へ
た
る

孔
子
仆
何
事
乎
不
審
若
庄
子
乃
盗
跖
論
長
沮
桀
溺
丈
人
石
門
荷
簣

儀
封
人
楚
狂
接
輿
か
孔
子
を
あ
さ
け
り
し
事
な
と
を
い
ふ
か
三
人

の
小
児
と
問
答
せ
ら
れ
し
事
な
と
歟

裏
書
云私

云
ま
め
人
の
色
好
を
孔
子
の
た
は
ふ
れ
と
は
云
也

裏
書
云孔

子
東
荊
山
の
下
に
遊
し
に
道
に
三
人
の
小
児
あ
り
て
土
を
擁
て

城
を
つ
く
る
孔
子
曰
車
の
道
を
さ
る
へ
し
吾
過
と
お
も
ふ
小
児
の

曰
吾
聞
聖
人
ハ
上
天
命
を
知
り
下
人
情
を
覚
る
従
古
至
今
車
ま
さ

に
城
を
さ
る
へ
し
城
何
車
を
さ
ら
ん
と
孔
子
車
を
と
め
て
地
に
お

り
き
此
等
を
孔
子
の
た
ふ
れ
と
は
い
ふ
に
や
ひ
け
く
ろ
の
大
将
し

ほ
う
な
る
人
の
恋
の
こ
ゝ
ち
に
ま
よ
ふ
を
孔
子
の
仆
に
似
た
る
と

云
歟
孔
子
の
恋
の
山
に
ま
よ
ふ
に
は
あ
ら
さ
る
歟

盗
跖

柳
下
恵

賢
仁
也

盗
人
也

兄
弟
也

当
該
注
記
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
多
様
な
異
同
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
注
目

す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ
り
、
注
記
が
裏
書
の
混
入
に
よ
っ
て
増
大
し
て
い
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（

）。
先
の
「
裏
書
云
」
と
関
わ
ら
せ
る
と
、
な
お
の

16

こ
と
、
こ
の
部
分
を
善
成
の
所
作
と
は
認
め
に
く
く
な
る
。

『
河
海
抄
』
に
見
え
る
「
裏
書
」
に
関
し
て
は
、
早
く
に
池
田
亀
鑑
氏
が

言
及
し
て
い
る
（

）。
17

こ
の
「
裏
書
」
な
る
勘
物
（
稿
者
注
：
七
毫
源
氏
絵
合
巻
巻
尾
の
「
河

海
抄
裏
書
云
」
で
始
ま
る
注
記
）
も
、
本
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
出
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
出
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
不
統
一
を
極
め
て
い
る
。

か
よ
う
に
河
海
抄
に
信
頼
す
る
に
足
る
伝
本
が
な
い
と
い
う
事
は
、
河

海
抄
が
も
と
巻
子
本
で
あ
っ
て
、
後
人
が
そ
れ
を
冊
子
と
し
て
書
き
改

め
、
内
容
の
大
整
理
を
試
み
よ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
不
知
不
識
の
中

に
誤
脱
を
犯
し
て
伝
え
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
氏
は
、『
河
海
抄
』
の
原
態
が
巻
子
本
で
あ
っ
た
こ
と

と
関
わ
ら
せ
て
論
じ
て
お
り
、
稿
者
も
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
す

20



る
と
こ
ろ
で
は
尊
経
閣
文
庫
に
巻
子
装
の
零
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日

比
野
浩
信
氏
が
、
伝
一
条
兼
良
筆
河
海
抄
切
に
つ
い
て
原
態
が
巻
子
装
で

あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
（

）、
巻
子
装
の
『
河
海
抄
』
が
存
在

18

し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
巻
子
装
の
伝
本
に
施
さ
れ
た
裏
書
が
、
表

へ
と
混
入
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
裏
書
云
」「
私
云
」
で
示
さ
れ
た
部
分
が
、
確
実
に
善
成
の
手
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
他
の
巻
の
注
記
か
ら
も
窺
え
る
。
一
例
と
し

て
、
手
習
巻
の
注
記
を
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
に
よ
っ
て
示
す
。

き
せ
い
た
い
と
く
に
な
り
て

基
勢
大
徳
肥
前
掾
橘
良
利
法
名
寛
蓮
子
囲
碁
好
事
也

裏
書
云
私
云
法
名
ニ
三
字
を
つ
く
事
公
家
さ
ま
に
は
今
も
あ
り
四

辻
宮
真
人
ニ
な
り
給
て
于
時
従
二
位
中
納
言
春
屋
国
師
に
法
名
御

申
あ
り
け
る
に
三
字
法
名
也
寛
蓮
子
も
う
た
か
ふ
へ
か
ら
す

こ
の
箇
所
は
、
島
崎
健
氏
も
別
人
の
書
き
入
れ
指
摘
す
る
よ
う
に
（

）、
内
容
か

19

ら
明
ら
か
に
後
人
の
増
補
記
事
と
判
断
さ
れ
る
。「
裏
書
云
私
云
」
以
下
は
、

伝
本
に
よ
っ
て
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
記
事
は
、
傍
線
部
「
裏
書
云
私
云
」

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
裏
書
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
そ
の
裏
書
を
施
し
た
人
物
も
後
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

当
該
注
記
以
外
に
も
、
小
川
剛
生
氏
が
指
摘
す
る
蜻
蛉
巻
「
こ
け
を
お
ま
し

に
て
」
の
注
記
に
お
い
て
も
（

）、
散
位
基
重
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
増
補
部
分
は

20

「
裏
書
云
私
云
」
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
敷
衍
し
て
考
え
る
と
、
注
記
冒
頭
に
「
裏
書
云
私
云
」
も
し
く

は
「
裏
書
云
」
の
文
言
が
示
さ
れ
た
注
記
は
、
善
成
の
手
か
ら
離
れ
た
産
物

で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
裏
書
注
記
に
よ
る
増
補

が
、
Ｃ
類
の
み
に
特
徴
的
に
存
在
す
る
と
い
う
事
実
も
、
後
人
補
入
の
可
能

性
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
初
音
巻
「
よ
し
あ
る
火
を
け
に

し
ゝ
う
を
く
ゆ
ら
か
し
て
…
…
」
や
胡
蝶
巻
「
こ
ひ
の
山
に
は
…
…
」
に
存

在
し
て
い
た
裏
書
注
記
も
、
後
人
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ

ろ
う
（

）。
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
や
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
は
、

21
か
く
の
ご
と
く
、『
河
海
抄
』
の
原
態
か
ら
は
掛
け
離
れ
た
形
態
・
性
格
を

有
す
る
の
で
あ
る
。

両
者
の
中
で
も
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
は
特
異
な
点
を
持
つ
。
最
後

に
こ
の
点
に
触
れ
て
終
わ
り
た
い
。
Ｃ
類
諸
本
の
中
で
、
最
も
特
徴
的
な
差

異
を
見
せ
る
も
の
は
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
に
代
表
さ
れ
る
諸
本
で
あ

る
。
現
存
伝
本
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
諸
本
に
し
か
存
在
し
な
い
独
自
注
記
も

確
認
出
来
る
。
次
に
示
す
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

紫
の
上
を
廿
七
八
と
い
へ
と
も
ま
こ
と
に
は
今
年
廿
七
な
る
へ
し
玉
鬘

は
廿
一
な
り

君
を
同
年
其
故
は
源
氏
十
八
の
時
三
歳
な
り
き
品
定
の
年
与
夕
顔

に
合
給
し
年
は
同
年
也
夕
顔
巻
に
君
を
お
と
ゝ
し
の
春
い
て
き
給

へ
り
し
女
に
て
い
と
ら
う
た
け
に
と
云
り
此
年
紫
上
廿
七
源
氏
卅

六
九
年
ま
さ
る
也
玉
か
つ
ら
を
廿
は
か
り
と
云
許
詞
は
廿
一
な
り

紫
上
を
廿
七
八
と
云
さ
た
め
さ
る
も
廿
七
な
り

こ
の
注
記
は
、
玉
鬘
巻
「
こ
ま
か
へ
る
」
の
注
記
と
「
わ
か
き
人
は
く
る
し

と
て
む
つ
か
る
め
り
」
と
の
間
に
存
在
す
る
。
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
と

同
種
の
伝
本
を
除
き
、
他
の
伝
本
に
は
全
く
見
え
な
い
注
記
で
あ
る
（

）。
こ
の

22
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注
記
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
、
巻
十
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
の
年
齢
に

関
わ
る
注
記
が
も
う
一
箇
所
、
諸
本
間
で
の
異
同
を
伴
い
な
が
ら
存
在
し
て

い
る
。

Ｂ
類
（
角
川
書
店
版
）

初
音
六
条
院
卅
七
紫
上
廿
八
玉
鬘
廿
二
冷
泉
院
十
八
今
上
十

一
秋
好
中
宮
廿
九
夕
璅
十
七
明
石
上
廿
八
明
石
中
宮
十

Ｃ
類
（
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
）

第
十
七
玉
鬘
并
一
初
音
六
条
院
卅
七
紫
上
廿
八
玉
鬘
廿
二
冷
泉
院

十
八
今
上
十
一
秋
好
中
宮
廿
九
夕
霧
十
七

明
石
上
廿
八
明
石
中
宮
十

こ
れ
は
、
初
音
巻
の
段
階
に
お
け
る
、
各
登
場
人
物
の
年
齢
を
提
示
し
た
注

記
で
あ
る
。
光
源
氏
、
紫
の
上
、
玉
鬘
の
年
齢
比
定
は
、
先
に
見
た
玉
鬘
巻

「
紫
の
上
を
廿
七
八
と
い
へ
と
も
…
…
」
注
記
と
一
致
す
る
。
Ｂ
類
の
注
記

は
玉
鬘
巻
の
巻
末
に
あ
り
、
Ｃ
類
の
注
記
は
初
音
巻
冒
頭
、
巻
名
の
下
部
に

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
類
諸
本
と
Ｃ
類
の
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良

筆
本
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
に
お
い
て
は
、
注
記
そ
の
も

の
が
存
在
し
て
い
な
い
。
二
種
類
の
形
態
を
持
つ
当
該
注
記
で
あ
る
が
、
両

者
を
比
較
す
る
と
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
で
は
巻
名
の
「
初
音
」
に
続

く
形
と
し
て
「
六
条
院
…
…
」
と
施
さ
れ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
類
諸
本
で
は
、

玉
鬘
巻
の
末
尾
に
唐
突
に
「
初
音
…
…
」
と
始
ま
る
。
た
と
え
玉
鬘
巻
と
初

音
巻
が
時
間
的
に
連
続
し
て
い
よ
う
と
も
、
初
音
巻
に
お
け
る
登
場
人
物
の

年
齢
を
玉
鬘
巻
に
施
注
す
る
こ
と
は
、
通
常
で
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

も
と
も
と
は
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
の
ご
と
き
形
態
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
そ
れ
が
、
書
写
の
過
程
で
あ
る
べ
き
箇
所
か
ら
外
れ
た
か
、
も
し
く

は
、
校
合
に
際
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
類
の
よ
う
な
形

態
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
更
な

る
検
討
を
要
す
る
が
、
当
該
注
記
に
お
い
て
は
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本

に
類
す
る
伝
本
が
、
Ｂ
類
に
影
響
を
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
。

当
該
二
注
記
に
示
さ
れ
た
各
年
齢
に
関
し
て
は
、
特
に
光
源
氏
の
年
齢
に

つ
い
て
不
審
が
残
る
。
初
音
巻
の
光
源
氏
を
三
十
七
歳
（
玉
鬘
巻
で
三
十
六

歳
）
と
す
る
根
拠
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
一
条
兼
良
『
源
氏
年
立

抄
』
や
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
年
紀
考
』
で
は
、
藤
裏
葉
巻
の
「
明
け
む
年

四
十
に
な
り
た
ま
ふ
」
の
記
述
か
ら
逆
算
す
る
こ
と
で
、
初
音
巻
で
の
年
齢

を
三
十
六
歳
と
す
る
。
桐
壺
巻
の
十
二
歳
か
ら
計
測
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ

る
が
、
単
純
に
三
十
七
歳
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
紫
の
上
と

の
年
齢
差
を
九
歳
と
す
る
こ
と
に
も
疑
問
が
残
り
、
他
の
注
釈
書
と
は
異
な

る
年
齢
算
出
を
行
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

各
注
釈
書
に
お
け
る
年
齢
算
出
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
比
較
検
討
に
つ
い

て
は
、
問
題
が
大
き
く
な
る
た
め
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、『
河
海
抄
』

の
伝
本
の
一
種
に
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
年
齢
比
定
が
記
さ
れ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
（

）。
た
だ
し
、
こ
れ
が
善
成
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
、
考

23

え
に
く
い
。
限
ら
れ
た
伝
本
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
点
や
、
こ
の
年
齢
比

定
に
関
し
て
兼
良
が
何
の
言
及
も
し
て
い
な
い
点
等
を
考
慮
す
る
と
、
後
人

に
よ
る
補
入
と
捉
え
た
ほ
う
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
の
伝
本
に
は
全

く
見
ら
れ
な
い
独
自
注
記
で
あ
る
点
は
、
こ
れ
ら
の
増
補
が
後
世
の
あ
る
特

定
の
人
物
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（

）。
龍
門
文
庫
蔵
伝
正

24

徹
筆
本
系
統
に
の
み
存
在
す
る
独
自
内
容
に
つ
い
て
は
、
増
補
を
行
っ
た
人

22



物
や
そ
の
過
程
も
含
め
、
今
後
更
な
る
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
比
較
を
行
う
と
、
Ｃ
類
は
下
位
三
種
に
分
別
出
来
る
。
先

の
拙
稿
（

）に
お
い
て
は
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
・
龍
門
文
庫
蔵
伝

25

正
徹
筆
本
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
を
同
種
と
認
定
し
て
い

た
が
、
実
際
は
そ
れ
ぞ
れ
別
種
と
認
定
出
来
る
。
更
に
、
Ｃ
類
に
見
ら
れ
る

増
補
に
は
、
善
成
以
外
の
人
物
に
よ
る
注
釈
も
混
在
し
て
お
り
、
注
意
を
要

す
る
。
こ
れ
ま
で
中
書
本
系
統
の
最
善
本
と
言
わ
れ
て
き
た
天
理
図
書
館
蔵

伝
一
条
兼
良
筆
本
と
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
の
位
置
付
け
は
、
大
凡
こ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

四

巻
十
に
お
け
る
諸
本
分
類

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
調
査
が
可
能
で
あ
っ
た

本
（

）を
分
類
す
る

46
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と
、
以
下
の
よ
う
に
分
別
出
来
る
。

Ａ
類第

一
種

彰
考
館
蔵
二
十
冊
本
・
内
閣
文
庫
蔵
他
阿
奥
書
本
・
島
根
県
立
図
書

館
蔵
本
・
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
二
十
冊
本
・
東
海
大
学
附
属
図
書

館
桃
園
文
庫
蔵
十
二
冊
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
十
冊
本

第
二
種

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
神
宮
文
庫
蔵
無
奥
書
一
面
十
二
行

本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
二
十
冊
本
・
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
天
正

三
年
奥
書
本

Ｂ
類

尊
経
閣
文
庫
蔵
十
一
冊
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
・

石
巻
市
図
書
館
蔵
本
・
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
蔵

本
・
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本
居
文
庫
蔵
本
・
中
央
大
学
附
属
図
書

館
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
文
禄
五
年
奥
書
本
（
角
川
版
よ
り
）・
東
海

大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
十
冊
本
・
神
宮
文
庫
蔵
寛
永
十
八
年

奥
書
本

Ｃ
類第

一
種

天
理
図
書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
十
冊
本
・

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
十
冊
本
・
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵

本
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
十
冊
本
・
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

蔵
本
・
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
二
十
冊
本
・
学
習
院
大

学
蔵
下
田
義
照
旧
蔵
本
・
関
西
大
学
附
属
図
書
館
岩
崎
文
庫
蔵
本
・

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
九
曜
文
庫
蔵
本

第
二
種

龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵

本
・
学
習
院
大
学
蔵
二
十
冊
本
・
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵
温
故

堂
文
庫
旧
蔵
本

第
三
種

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
十
六

冊
本
・
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
本
・
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
・
東

北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
旧
制
第
二
高
等
学
校
旧
蔵
本
・
尊
経
閣
文
庫

蔵
二
十
冊
一
面
十
二
行
本
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
二
十
冊
一
面
十
三
行
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本
・
正
宗
文
庫
蔵
本

Ｄ
類
（
そ
の
他
）

天
理
図
書
館
蔵
真
如
蔵
旧
蔵
本
（
角
川
版
よ
り
）・
三
手
文
庫
蔵
本
・

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
蔵
本

巻
九
で
行
っ
た
分
類
を
も
と
に
、
更
に
細
分
化
を
行
っ
た
。
各
類
の
特
徴
・

傾
向
と
し
て
は
、
巻
九
の
様
相
と
大
差
は
な
い
。
ま
た
、
各
系
統
の
前
後
関

係
に
つ
い
て
も
、
巻
九
と
同
じ
く
、
Ａ
類
が
比
較
的
初
期
の
形
態
を
留
め
、

Ｃ
類
が
増
補
を
見
せ
る
と
い
っ
た
大
ま
か
な
前
後
関
係
は
窺
え
る
も
の
の
、

必
ず
し
も
直
線
的
な
関
係
で
は
な
い
。

Ａ
類
第
二
種
に
ま
と
め
た
三
本
は
、
巻
九
の
段
階
で
は
Ｄ
類
（
そ
の
他
）

に
分
類
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
別
途
校
合
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
伝
本

で
あ
っ
た
が
、
巻
十
に
お
い
て
は
Ａ
類
に
近
似
す
る
傾
向
を
持
つ
た
め
、
こ

こ
に
新
た
に
Ａ
類
第
二
種
と
し
て
ま
と
め
た
。

Ｃ
類
に
つ
い
て
は
、
下
位
三
種
の
分
類
を
施
し
た
。
第
一
種
は
、
天
理
図

書
館
蔵
伝
一
条
兼
良
筆
本
に
代
表
さ
れ
る
系
統
で
あ
る
。
第
二
種
は
、
龍
門

文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
に
代
表
さ
れ
る
系
統
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
先
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
第
三
種
は
、
第
一
種
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
持
つ
も
の
の
、

第
一
種
よ
り
も
増
補
が
加
わ
っ
た
箇
所
や
異
な
る
注
記
形
態
で
あ
る
箇
所
も

確
認
出
来
る
。

Ｄ
類
に
属
す
る
伝
本
に
つ
い
て
は
、
右
の
分
類
に
は
当
て
は
ま
ら
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

天
理
図
書
館
蔵
真
如
蔵
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
Ａ
類
の
可
能
性
が
高
い
も
の

の
、
角
川
版
に
示
さ
れ
た
一
部
の
校
合
だ
け
で
は
判
断
が
下
せ
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
そ
の
他
に
分
類
し
た
。
三
手
文
庫
蔵
本
は
、
Ｃ
類
第
二
種
に
特

徴
的
な
注
記
を
持
ち
つ
つ
も
、
Ａ
類
や
他
の
Ｃ
類
と
一
致
す
る
箇
所
も
見
ら

れ
る
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
蔵
本
の
両

本
は
、
注
記
内
容
と
し
て
は
Ｃ
類
諸
本
の
特
徴
を
持
つ
が
、
抄
出
本
で
あ
る

た
め
Ｄ
類
に
分
類
し
た
。
た
だ
し
、
別
途
に
抄
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

同
一
祖
本
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
分
類
は
、
あ
く
ま
で
巻
十
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
複

数
の
伝
流
を
確
認
出
来
る
と
い
う
点
で
は
、
他
の
巻
や
『
河
海
抄
』
全
体
の

系
統
分
類
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
有
効
に
働
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五

ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
『
河
海
抄
』
巻
十
を
対
象
に
、
注
記
内
容
の
検
討
を
通

し
て
諸
本
の
系
統
分
類
を
行
っ
た
。
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
誤

脱
や
、
明
ら
か
に
善
成
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
増
補
記
事
が
存
在
す
る

箇
所
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
問
題
を
中
心
に
扱
っ
た
。

今
回
示
し
た
諸
本
分
類
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
中
書

本
・
覆
勘
本
と
い
う
二
分
類
で
は
、
現
存
『
河
海
抄
』
諸
本
の
姿
を
捉
え
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
改
め
る
べ
き
点
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
は
明
ら
か
に
後
人
の
増
補
と
認
め
ら
れ
る
注
記
を
主
に
扱
っ

た
が
、
増
補
が
善
成
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
後
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
判

断
の
迷
う
箇
所
も
多
々
存
在
す
る
。
善
成
の
増
補
が
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た

の
か
、
そ
の
実
態
を
探
る
た
め
に
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
未
見
諸
本
の

調
査
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注（1
）
大
津
有
一
「
河
海
抄
の
伝
本
」（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
2
号
、
一
九

六
六
・
三
）、
同
「
河
海
抄
の
伝
本
再
論
」（『
皇
學
館
論
叢
』
第
1
巻
第
5

号
、
一
九
六
八
・
一
二
）。

（
2
）
島
崎
健
「
河
海
抄
の
異
同
―
巻
十
一
御
幸
の
『
李
部
王
記
』
―
」（『
論
集

日
本
文
学
・
日
本
語
』
第
2
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
七
・
一
一
）、
同

「
解
題
」（『
河
海
抄
傳
兼
良
筆
本
二
』、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
七

十
一
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
八
五
）。

（
3
）
当
該
本
は
、『
河
海
抄
傳
兼
良
筆
本
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第

七
十
一
・
七
十
二
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
八
五
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
当
該
本
は
、
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集
（http://m
ahoroba.li b.

）
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

nara-w
u.ac.jp/y05/y054/

（
5
）
拙
稿
「『
河
海
抄
』
巻
九
論
―
諸
本
系
統
の
検
討
と
注
記
増
補
の
特
徴
―
」

（『
中
古
文
学
』
第

号
、
二
〇
一
三
・
五
）。
な
お
、
巻
十
一
に
関
し
て
も
、

91

「『
河
海
抄
』
巻
十
一
に
お
け
る
諸
本
系
統
再
考
」（
第

回
大
阪
大
学
古
代

245

中
世
文
学
研
究
会
口
頭
発
表
・
於
大
阪
大
学
、
二
〇
一
三
・
三
・
三
〇
）
と

題
す
る
口
頭
発
表
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
の
用
意
が
あ
る
。

（
6
）
詳
細
は
、
前
掲
（
1
）
の
大
津
氏
の
論
考
を
参
考
の
こ
と
。

（
7
）
玉
上
琢
彌
編
、
山
本
利
達
・
石
田
穣
二
編
『
紫
明
抄
河
海
抄
』（
角
川
書

店
、
一
九
六
八
）。

（
8
）
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
古
老
ノ
尼
君
」
と
は
、
薫
物
諸
抄
に
散
見
さ
れ
る
山

田
尼
（
藤
原
致
貞
女
）
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（
9
）
『
河
海
抄
』
に
お
い
て
は
、
漢
字
平
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
施
注
さ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
増
補
記
事
は
漢
字
片
仮
名
表
記
に

よ
っ
て
施
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
表
記
の
す
べ
て
が
当
初
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
定
し
え
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
後
補
と
認
め

ら
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
こ
の
表
記
の
差
異
は
、
注
記
の
増
補
改
訂
を
形

態
面
か
ら
窺
う
こ
と
が
可
能
な
指
標
足
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
な

検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

）
こ
れ
は
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
。
後
述
す
る

10
が
、
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
は
Ｃ
類
第
二
種
に
当
た
る
が
、
こ
の
系
統
の

伝
本
に
は
共
通
し
て
こ
の
省
略
が
確
認
出
来
る
。
Ｃ
類
第
二
種
の
親
本
の
段

階
で
の
欠
落
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
当
該
注
記
を
、
角
川
書
店
版
（
Ｂ
類
）
に
よ
っ
て
示
す
。

11

し
み
つ
の
み
て
ら
の
観
世
音
寺
に

本
願
天
智
天
皇
以
去
大
化
年
中
臨
幸
於
外
都
遊
猟
於
此
砌
之
時
仰

侍
臣
曰
此
処
者
四
神
相
応
之
霊
窟
三
宝
興
隆
之
勝
地
也
之
至
登
極

以
後
為
果
件
御
願
白
鳳
十
年
初

勅
下
筑
前
国
建
立
菩
薩
院
乃
至

天
平
神
護
二
年
軌
摸
東
大
寺
之
戒
壇
遷
築
当
伽
藍
之
幽
砌

在
筑
前
国

沙
弥
満
誓
造
筑
前
国
観
世
音
寺
別
当
見
万
葉

都
府
楼
纔
看
瓦
色
観
音
寺
只
聴
鐘
声
菅
家

Ｂ
類
に
お
い
て
右
の
ご
と
く
示
さ
れ
た
注
記
は
、
Ａ
類
で
は
、
波
線
部
↓
点

線
部
↓
傍
線
部
の
順
に
提
示
さ
れ
、
Ｃ
類
で
は
、
波
線
部
↓
傍
線
部
↓
点
線

部
の
順
に
な
る
。
な
お
、
後
に
示
す
Ｃ
2
類
は
Ａ
類
と
同
じ
順
を
取
る
。
当

該
注
記
に
お
い
て
は
、
内
容
か
ら
三
者
の
前
後
関
係
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。

（

）
Ｂ
類
の
中
で
も
、
こ
の
箇
所
に
は
差
異
が
見
ら
れ
る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
十

12
一
冊
本
・
天
理
図
書
館
蔵
文
禄
五
年
奥
書
本
・
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園

文
庫
蔵
十
冊
本
は
、
空
行
あ
り
。
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
蔵

本
・
神
宮
文
庫
蔵
寛
永
十
八
年
奥
書
所
持
本
は
、
空
行
な
し
。
国
文
学
研
究

資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
・
石
巻
市
図
書
館
蔵
本
・
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本

居
文
庫
蔵
本
・
中
央
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
、
見
出
し
本
文
が
連
接
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
Ａ
・
Ｃ
類
は
見
出
し
本
文
を
連
接
す
る
際
、「
あ
は
せ
給

け
る
に
」
の
部
分
を
「
あ
は
せ
け
る
に
」
等
に
変
化
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
が
、

Ｂ
類
の
場
合
は
「
あ
は
せ
給
け
る
に
」
の
ま
ま
連
接
す
る
。

（

）
『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
一
九
九

13
六
）
に
よ
り
、（

）
内
に
所
在
を
示
し
た
。
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（

）
今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
し
た
が
、
玉
鬘
巻
「
こ
た
い
の
歌
よ
み
」、

14
初
音
巻
「
は
か
た
め
の
い
は
ひ
し
て
…
…
」・
初
音
巻
「
は
ち
す
の
な
か
の

せ
か
い
に
…
…
」・
初
音
巻
「
は
ん
す
ん
ら
く
御
く
ち
す
さ
ひ
に
て
」・
胡
蝶

巻
「
か
へ
り
こ
ゑ
に
喜
春
楽
た
ち
そ
ひ
て
」
の
注
記
等
で
も
確
認
出
来
る
。

（

）
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
本
で
は
、
こ
の
箇
所
に
更
に
注
記
が
増
補
さ
れ
る
。

15
「
愚
」
と
提
示
し
た
上
で
注
記
を
施
し
て
お
り
、『
河
海
抄
』
を
扱
っ
た
後
世

の
人
々
が
不
審
箇
所
に
自
説
を
加
え
て
い
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
例
で
あ
る
。

（

）
Ａ
類
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
十
冊
本
で
は
、
以
下
の
通
り
。

16

こ
ひ
の
山
に
は
く
し
の
た
ふ
れ
ま
ね
ひ
つ
へ
き
け
し
き
に
う
れ
へ
た
る

孔
子
仆
何
事
乎
不
審
論
語
の
長
沮
桀
溺
丈
人
石
門
荷
簣
儀
封
人
楚

狂
接
輿
か
孔
子
を
あ
さ
け
り
し
事
な
と
を
い
ふ
か
此
等
を
孔
子
仆

と
云
に
や
鬚
黒
大
将
シ
ホ
ウ
ナ
ル
人
ノ
恋
ノ
道
ニ
迷
ヲ
孔
子
仆
ニ

タ
ト
ヘ
テ
云
也
孔
子
恋
ノ
山
ニ
迷
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
歟

波
線
部
の
漢
字
片
仮
名
表
記
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
当
該
注
記

は
も
と
も
と
は
非
常
に
短
い
注
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（

）
池
田
亀
鑑
「
水
原
鈔
は
果
た
し
て
佚
書
か
」（『
文
学
』
第
1
巻
第
7
号
、

17
一
九
三
三
・
一
〇
。
後
に
『
物
語
文
学
Ⅱ
』（
至
文
堂
、
一
九
六
九
）、
及
び
、

紫
式
部
学
会
編
『
源
氏
物
語
研
究
と
資
料
』（
古
代
文
学
論
叢
第
一
輯
、
武

蔵
野
書
院
、
一
九
六
九
）
に
所
収
。）

（

）
日
比
野
浩
信
「
源
氏
物
語
古
注
釈
断
簡
管
見
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国

18
文
』
第

号
、
二
〇
一
〇
・
三
）。

33

（

）
前
掲
（
2
）
の
「
解
題
」。

19
（

）
小
川
剛
生
「『
河
海
抄
』
中
書
本
と
散
位
基
重
」（『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と

20
基
礎
知
識

№

蜻
蛉
』、
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
、
至
文
堂
、
二
〇
〇

28

三
・
四
）。
小
川
氏
は
、
当
該
注
記
内
に
、『
河
海
抄
』
の
書
写
に
関
わ
っ
た

散
位
基
重
の
名
が
見
え
、
基
重
説
が
注
記
本
文
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
基
重
を
小
栗
氏
に
比
定
し
た
。

（

）
島
崎
健
氏
は
、「
圓
満
院
旧
蔵
『
河
海
抄
』
残
巻
」（『
國
語
國
文
』
第

21

49

号
第
7
巻
、
一
九
八
〇
・
七
）
に
お
い
て
圓
満
院
旧
蔵
本
を
紹
介
し
た
際
、

紅
葉
賀
巻
に
見
え
る
裏
書
注
記
を
以
て
「
あ
る
種
の
古
態
を
保
存
す
る
伝

本
」
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
き
た
検
討
か
ら
は
従
え
な
い
。
ま
た
、

そ
の
裏
書
注
記
に
は
『
和
歌
知
顕
集
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
九
に
お

い
て
は
、『
和
歌
知
顕
集
』
引
用
は
後
人
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
圓
満
院
旧
蔵
本
も
、
裏
書
注
記
が
表
の
注
記
に

混
入
し
た
、
後
発
の
本
文
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（

）
こ
の
他
に
も
、
初
音
巻
「
こ
と
し
は
お
と
こ
た
う
か
あ
り
」
の
注
記
で
は
、

22
Ｂ
類
や
他
の
Ｃ
類
諸
本
が
増
補
す
る
「
歌
頭
以
下
相
引
き
て
…
…
」
と
い
う

箇
所
が
見
え
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
『
文
選
』『
西
宮
記
』
の
引
用
が
別
途
加

え
る
と
い
っ
た
独
自
増
補
が
確
認
出
来
る
。

（

）
登
場
人
物
の
年
齢
比
定
に
関
す
る
注
記
は
、『
河
海
抄
』
の
中
で
は
ほ
と

23
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
当
該
注
記
の
他
に
は
、
例
え
ば
絵
合
巻
巻
末
に
光
源
氏

の
年
齢
を
示
す
注
記
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
諸
本
で
注
記
の
有

無
が
分
か
れ
る
。

（

）
龍
門
文
庫
蔵
伝
正
徹
筆
本
系
統
の
諸
本
に
は
、
巻
二
十
巻
末
の
散
位
基
重
、

24
師
阿
の
奥
書
に
続
き
、
蜻
蛉
巻
「
か
へ
た
ら
ば
」
の
引
歌
に
関
す
る
識
語
が

付
さ
れ
て
い
る
。
大
津
氏
は
、
前
掲
（
1
）「
河
海
抄
の
伝
本
再
論
」
に
お

い
て
、
こ
れ
を
正
徹
の
所
記
か
と
推
察
な
さ
っ
て
い
る
。
大
津
氏
の
指
摘
を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
当
該
注
記
を
は
じ
め
と
す
る
、
他
の
系
統
諸
本
で
は
全

く
見
え
な
い
独
自
注
記
に
つ
い
て
も
、
正
徹
の
説
、
も
し
く
は
正
徹
周
辺
で

享
受
さ
れ
て
い
た
説
と
い
う
可
能
性
も
浮
上
し
よ
う
。
正
徹
の
源
氏
学
の
実

態
は
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
資
料
も
稀
少
で
あ
る
た
め
、
明

確
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
い
。

（

）
前
掲
（
5
）。

25
（

）
永
井
義
憲
氏
蔵
本
は
該
当
巻
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
省
略
し
た
。

26

（
ま
つ
も
と
・
お
お
き

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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